
級技能検定受検申請書
技能検定を受けたいので申請します。

外国人技能実習機構
のシリアル番号

検定職種

氏　　名

現 住 所

確認事項

実習実施者（事業所）及び担当者名

事業所名
所 在 地 〒　 　 －
団 体 名

担当者名
Ｔ Ｅ Ｌ

所 在 地

担当者名

Ｔ Ｅ Ｌ

監 理 団 体 名 判　定

実技試験
収納済印

手　数　料　収　納

※

年　　　月　　　日 年　　　月　　　日 年　　　月　　　旬

実習実施者（事業所）

入 国 年 月 日 在 留 期 間 受 検 希 望 時 期

技能実習□号期間
開　　始　  　年　  　月

終了予定　  　年　  　月

TEL　　　（　　　）

（〒　　　－　　　）

年　　　月　　　日生（　　才） 男 ・ 女

学科及び実技試験の実施場所の住所

技能実習歴

生 年 月 日
年齢及び性別

（フリガナ）

選択作業
※受検番号

国　　　籍

令和　 　年　  　月　  　日

必ず本人が署名（SIGN）
氏　名

（必ず記入のこと）

京 都 府 知 事 様

（TEL） （　　　）

（　　　）（TEL）

（所在地）

写　真

縦（4cm）×横（3. 5cm）

検定職種

選択作業

等級区分

受検番号

氏　　名

受検資格
判　　定

実習実施者
（事業所）

現 住 所

※

年

　月

　日
撮
影

※

級

申請 6ヶ月以内に
撮影した正面脱帽
上半身のもの

※ 学科試験
収納済印

※

申請書記入上の注意事項

１．本人署名の氏名欄は、必ず
本人が記入すること。

３．「表題」及び「等級区分」の
欄には、受検級を

記入すること。（外国人技能
実習機構の申請と整合のこ
と。）

４．氏名は、パスポート（外国
人登録証明証）の氏名と必
ず一致すること。

５．パスポート（写）を申請書
の裏面に必ず貼付のこと。

　（外国人登録証明書（写）も
可）

６．手数料については、受検す
る試験（実技・学科）手数
料を申請と同時に提出する
こと。

７．試験の免除資格がある場合
には、必ず証明する書面を
添付すること。

８．記入にあたっては、すべて
インクまたは、ボールペン
を用い、数字は、算用数字
を用いてていねいに書くこ
と。

９．※印の欄は、記入しないこ
と。

なお、記入事項に不正があっ
たときは、合格を取り消す場合
がある。

以上の注意事項を厳守のこ
と。

２．１以外の項目については、
代理の者の記入も可とする。

基礎級 ①学科試験 ②実技試験 ③学科（再） ④実技（再）

①学科試験 ②実技試験 ③学科（再） ④実技（再）

①学科試験 ②実技試験 ③学科（再） ④実技（再）

随時 3級

随時 2級

受検内容
（注）該当試験を
◯で囲むこと。

〇〇〇〇
氏名の記載は身分証明書の表記と一致させること

〇〇〇〇作業

申請書作成日を記載すること

2000 9

4 10 6

21

612 8416
京都市伏見区竹田流池町〇〇〇－〇　△△△号室

××

機械加工

株式会社〇〇製作所

随時３

京都市伏見区竹田流池町△△ー××

検定　太郎

協同組合●●●●株式会社〇〇製作所

大阪市中央区南船場１- 〇 -××　△△ビル２階

〇〇　〇〇
075-642-×××× 06-6×××-××××

0081542

京都府宇治市〇〇町1‐12‐○○

2

申請書の左右記載内容を一致させること

受検支援サイトで確認のこと（下６桁のみで可）

技能実習計画に基づき、
開始・終了予定期間を記載

実際に試験を実施する
住所を記載すること

基礎級・随時３級・随時２級のいずれかを記載すること

受検者本人が署名すること



当座口振込金受付証（丁）

貼　　付　　場　　所

技能士番号

貼付欄

合格年月日

※

※

年月日合
格
証
書
再
交
付

合
格
取
消
し

年月日

番　号

理　由

理　由

備　　　考 ※

※

※

※

※

※

※

合 格 証 書
交 付 番 号

パスポート（写）を必ず

貼付すること。

パスポート、在留カード等公的証明書（写真付）を貼付




